平成26年度　第１回櫛引地域審議会　（会議録・概要）
○日　時：平成２６年６月５日(木)　午前９時57分から午前１１時４４分まで
○会　場：櫛引公民館多目的ホール
○出席者：敬称略
（出席委員）渡部俊美、斎藤ゆう子、成田進、秋山文雄、成田新一、上野重和、遠藤勉、堀内葉子、大滝真富、佐久間忠勝、松浦安雄、今野愼太郎、太田裕、成田勇、
森　薫、齋藤美恵、清和ふみ子、今野亨
（欠席委員）渡会昇、澤川宏一、
（市側）櫛引庁舎支所長佐藤孝朗、総務企画課長菊地ゆかり、市民福祉課長山口弘男、産業課長佐藤浩、総務部南部税務室長工藤幸雄、建設部南部建設事務室長伊藤哲哉、地域振興課専門員前田哲佳、総務企画課 課長補佐菅原正一、同課主査前森淳子、同課コミュニティ防災専門員鈴木賢、同 大宮将義 同課専門員長南徹、同課主任佐藤文博
－次　第－

[辞令交付]

１　開　　会

２　あいさつ

３　委員・職員紹介

４　報　　告

（１）平成２６年度予算及び主な事業の概要について
（２）櫛引地域振興計画について
５　協　　議

（１）今年度の地域審議会の予定について

（２）委員任期の期間延長について
（３）その他

６　そ の 他

７　閉　　会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

総務企画課長

　お忙しいところご参集いただきありがとうございます。開会に先立ちまして、平成26年度に入り、各種団体の一部の代表者に交代がございました。新たにご委嘱申し上げる方をご紹介申し上げます。櫛引自治公民館連絡協議会会長の成田進様。櫛引地区PTA連合会会長の大滝真富様、鶴岡市消防団櫛引方面隊長の太田裕様。それでは、交代された皆様に佐藤支所長から辞令を交付いたします。

―　辞令交付　―

総務企画課長

　本日欠席を申し出ている委員は２名でございます。皆様におかれましてはご多用のところご出席いただき誠にありがとうございます。会成立の委員数に達していることから、只今から平成２６年度第１回櫛引地域審議会を始めさせていただきます。

　初めに審議会の開催にあたり、渡部会長からごあいさつをお願いします。
２、あいさつ

渡部会長
　皆様こんにちは。今年は例年になく雪の少ない年でもあったことから、春作業等は比較的順調に進んでおりまして、辺りを見渡せば田植えも終わり田んぼに見える青さにすがすがしさを感じているところです。
さて、櫛引地域の敬老会が今度の日曜日の６月８日に開催されますが、この開催日については、昨年の第１回の櫛引地域審議会で櫛引の敬老会の開催は、春の農作業が一段落する６月にという声もあったことから、今年は６月の第２週の日曜日に開催をすることとなりました。
　また、平成２３年１２月の櫛引地域審議会の提言にあった伝統芸能の保存伝承支援の拡充に関連し、「黒川能面・装束図譜」も２年の歳月をかけて、今年の３月に立派に発刊されたことは大変喜ばしいことと思っております。
さて、今回は平成２６年度第１回の櫛引地域審議会でありますが、この委員の任期は今月の３０日までとなっておりますが、この地域審議会の設置根拠となっております合併協議書で定める設置期限についても、今年度末の平成２７年３月３１日までとなっております。
このことについての整理は、後程事務局から説明やらお願いがあるということでございますので、一つ、ご審議方宜しくお願いいたします。
総務企画課長

　それでは次に、佐藤櫛引支所長からご挨拶を申し上げます。
佐藤孝朗支所長（以下支所長）

お早うございます。委員の皆様方におかれましては、何かとご多忙のところ平成26年度第１回櫛引地域審議会にご出席をいただきまして誠にありがとうございます。

皆様方におかれましてはそれぞれのお立場から地域振興に格別のご尽力いただいておりますことに改めて感謝申し上げる次第であります。

この度、各所属団体の役員改選等に伴いまして先ほどご紹介ありましたとおり３名の方々を新たに委員にご委嘱申し上げたところでございます。これからどうぞよろしくお願いいたします。
この地域審議会についても、市町村合併にともなって設置をされましたが、今年度で10年度目を迎えます。渡部会長さんからもありましたが、この地域審議会の設置期限についても平成２６年度末の平成２７年３月３１日までと定められております。
　これまで、地域審議会では協議テーマを設定いただき過去２回、市長に対し提言書を提出いただきましたが、その提言の中身が只今会長さんからもありましたとおり、順次実現あるいは具体化をしている事業があるということでございますし、更には、市の全体的な各種計画等の策定においては、貴重なご意見を寄せていただいております。合併協議書で定める地域審議会については、合併特例法の性質上期限を定めた設置であることから、今年度末で地域審議会は終了することになります。

しかしながら、これまで地域審議会が、地域の活性化あるいは今後の地域づくりにおける様々な展望やご意見が、地域のために役立っていると評価されておりますので、私どもとしては、設置期間終了後につきましても、｢地域懇話会」的なものになるかも知れませんが、設置して継続できないかと考えており今後検討させていただくこととしております。
　本日の地域審議会では、報告として平成26年度予算及び主な事業の概要や櫛引地域振興計画についてご説明させていただきますとともに、今年度の地域審議会の予定や、年度末までの現在の委員任期の延長についてお諮りさせていただきます。
　この審議会を通して、委員の皆様のご意見を十分にお伺いしながら、鶴岡市、そして櫛引地域における地域振興にできるだけいかしていきたいと考えておりますので、よろしくご審議のほどお願い申し上げまして、開会にあたってのあいさつとさせていただきます。

　本日は宜しくお願いいたします。
３.委員紹介

総務企画課長

　報告に入る前に、新しい委員もいらっしゃいますので、継続している委員を私からご紹介いたします。

― 略 ―
出席職員の自己紹介
―  略 ―
総務企画課長
それでは、報告からは渡部会長から進行していただきます。
４、報告

会　長

それでは、暫時の間進行の役を務めさせていただきます。ただ、今日は日程の関係で午前中の開催で、昼食の用意もありませんので、お昼前に必ず終わるようにしたいと思いますし、11時30分過ぎの終了を目途に進めたいと思いますのでご協力の程宜しくお願いいたします。
　それでは次第５の（1）平成26年度予算案及び主な事業の概要についてと(2)の櫛引地域振興計画についてを、一括で当局から説明をお願いしたいと思いますが、説明についてはできるだけ簡潔にお願いしますし、その前に、配布資料の確認をお願いいたします。

事務局　配布資料確認

「広報つるおか予算特集号」で支所長が説明

資料２、資料３を各管理職が説明
　　　

資料４ を総務企画課菅原課長補佐が説明
会長

それでは、一通り(1)(2)の報告事項の説明が終わったようですので、この中で特に聞いておきたいこと、質問したいことなどある方いらっしゃいますか。
佐久間委員どうぞ。
佐久間委員
　26年度の予算と事業の関連について2つほど質問させていただきます。
1つ目は市全体の予算と関連して、市の体育施設の指定管理についてです。櫛引地域でも26年度から行われておりますけれども、旧町村の中では温海を除く、藤島、羽黒、櫛引、朝日の4地域で行われております。特に櫛引地域ではスポーツセンター、総合運動公園、グラウンドゴルフ場などと大変規模が大きく4地域の中で最も大きな指定管理規模となっております。管理業務の予算内容については、鶴岡市体協総会や理事会などで説明がありましたけれども、鶴岡と4地域の予算を合わせまして1億8千万円を少し超えるものでありました。
４地域の予算は施設の規模に合わせて配分され、櫛引地域が最も多くなっております。その中で修繕費も地域毎に配分されておりますが、その予算額があまりに少ないので不安を感じました。鶴岡では、既に1年前から小真木原の体育施設を中心に指定管理が始まっておりまして、25年度の修繕費の決算を見ますと、予算に対して修繕費が2倍を超える決算となっておりました。
その内容と対応について聞いてみると、30万円以上の修繕費がかかる場合は市に協議をすることになっておりますが、やはり利用者に不便をかけられないということで急な修繕についても対応したものもあるということで、結果的に予算を超える修繕費がかかってしまったというお話でありました。理事会には、スポーツ課長も出席しておりましたが、26年度は4地域の指定管理が始まっていたため、修繕費が配分額を超えることも考えられます。利用者へ支障があって、急ぐ必要がある場合は、教育委員会にも配慮してもらえるようにお願いをしたところであります。
櫛引地域のスポーツセンター、総合運動公園は公共施設としても重要なものでありますので、問題が生じた場合は、スポーツ課への要望となりますけれども、庁舎の方からもご理解とご協力を強くお願いしたいということであります。課題は色々ありますが、現在直面している課題もありますので、お話をして関係団体、関係機関のご協力を願って課題を緩和、解決できればと考えております。
25年度の8月2日付で、三千刈地区の自治会長からスポーツセンター近郊の交通安全対策について要望書が出されております。その内容は、県内外からたくさん利用者が来るのは喜ばしいことだが、交通量が多くなり近くに住んでいる住民が危険を感じているので、何とか対応して欲しいというもので、特に県道からスポセンのすぐ北側の市道は道幅が4メートルほどなので交通量を減らしてほしいといった内容でありました。

この要望を受け、スポーツセンターではスポーツ課と相談しながら、スポーツセンターの利用者にはあまり三千刈の集落内を通らないように呼びかけなどを行ってきました。櫛引体育協会の理事会、幹事会においてもそのことについては話題にしておりますが、三千刈地区の役員もいることから、スポーツセンター近郊の交通安全対策について以前から要望は出しているが、なかなか改善されていないという発言もありました。施設管理は、体育協会が行うこともあり、体育協会でも交通安全対策を強化してほしいと要望が出されました。体育協会では施設利用の留意事項などについて、利用者への呼びかけを強化しておりますが、温泉の利用者や会社員が通勤にも使用するため年間の交通量が非常に多くなり、特に冬期間の降雪により道幅が狭くなり混雑するため困っているということでありました。年間を通しての誘導対策と冬期間の除雪が必要と考えられます。これについては、関係団体、関係機関の協力をお願いしなければ、この課題の緩和、解決は難しいだろうと考えておりました。庁舎としてはこれをどう考えているのかということをお伺いしたいと思います。
　それから2つ目でありますが、地区公民館の施設、設備の補助金についてであります。4月の総会では、26年度の設備整備要望はあったけれども、当初予算での措置はなしということで説明がありました。25年度は5つの自治公民館要望について予算措置がとられましたが、26年度は4つの公民館要望に対して措置はなしとなりました。いろいろ理由はあったようですが、26年度は温海地域での修繕に係る請差がでれば優先的にまわしてもらえるようにお願いしているというお話でした。櫛引地域でも自治公民館の施設修繕を継続してもらうよう地域審議会でも提言しておりましたので、金額的には大きいものではありませんけれども、会議では来年度からの要望も各自治公民館から出されました。
このままいきますと、26年度に措置されなかったものが来年度にスライドされていきどんどん遅れていくとも考えられます。こうなると要望が出されても対応が出来ないということになりますので、予算の対応についてよろしくお願いしたいと思います。以上です。
支所長

　一点目の交通安全対策については、佐久間委員からありましたように、私どもも要望書をいただいております。これまで、一番は運動公園への一番北側の勝福寺に近いところの道路を冬期間除雪しないため、そこが塞がっていることでスポセンすぐ北側の道路の通行量が多くなり危険であるというものですが、抜本的な解決というのはなかなか難しいわけで、あのような一定の幅員がある市道を、特定の住民のために交通規制をするということは公道としてはできないということだと思いますので、色々お願いとか周辺措置によって軽減を図っていくしか無いと考えております。細部については、南部建設事務室長がお答えいたしますが、冬期間の一番北側の市道の除雪対応と、これまでもやってきましたが冬期間、通り抜けを遠慮願う看板設置で対応していきたいと考えております。
南部建設事務室長　 
  このことについては、春の区長会議においてもスポーツセンターへのアクセス道路として利用者が多いということで、お話しがでておりますし要望書もいただいております。
　過去にはスポーツセンター北側市道の改修要望もありましたが、当該場所についての幅員拡幅については、家並が両側にあることから建物移転も必要になり、用地的には難しいという判断をしております。一番は、冬期間の交通の不便が一番大きいということがございますので、先ずは、除雪の対応を強化するということで市道上山添運動公園線から、そのまま東へ直進すると赤川の土手の赤川左岸線になりますが、そのルートも含めた除雪計画を今年度から実施していこうと考えております。
　また、冬期間については、車の流れを誘導する看板も、数カ所に設置して対応していくこととしておりますので、宜しくお願いしたいと思います。
総務企画課長　

　私からは、自治公民館の助成の部分についてお答えをさせていただきます。自治公民館につきましては公民館類似施設ということで、改築や改修などのハード面の補助については、２７年度からは統一した基準を設けるということで調整作業をしているところです。ただし、櫛引・温海については、他の地域と違って小学校区単位等の広域コミュニティ組織や拠点となる施設がないことから、活動は、専ら自治公民館を拠点にして行われていますので、こういった地域事情に配慮し、自治公民館での生涯学習活動事業や備品整備についても２地域に限定した支援があります。その支援の内容としては、ソフト部分においては、これまで櫛引地域全体で平成25年度まで、７８万６千円だったものが、26年度においては、総額として265万円ほどと大幅増額になっております。また、備品ということに関しても、櫛引・温海に限定した支援がありますが、佐久間委員からご指摘のあった部分については、この備品整備に係る支援がつかなかったというものですが、予算付けの枠としては、施設改修と同じものになっていまして、同じ枠の中で優先順位を付けて予算付けをしていくものになっています。26年度の要望は、各地域から複数上がっておりましたが、上がっている案件の中で、今年度については建物の根幹に関わる改修費部分を優先したことから、備品整備分については今回予算措置ならなかったものでございます。ただ、集落への総合交付金化の中でも、自治公民館組織に対する補助については施設維持管理部分についても加味されたものになっておりますので、先程申し上げた公民館のソフト事業に係る補助についても増額になった部分も併せますと、どの集落もトータルでは増額になっております。その使い道についても、地区の自由裁量で決められることにもなっていますので、出来ればそちらの方でご対応を検討いただければと考えておりますので宜しくお願いいたします。
佐久間委員　　
　一つ目の交通安全対策については、冬期間の除雪や誘導看板の設置など、大変前進した回答をいただきありがとうございます。体育協会も、施設管理の当事者ということで、何万人にもなるスポセンや総合運動公園利用者から、あるいは地域から要望等も受けますので、事故等が発生してからでは遅いと考えていますので、出来るだけ交通安全対策に努めて、危険を緩和し解消できるように進めていきたいと思いますので、宜しくお願いいたします。
会長
　時間も押してきていますので、報告事項に係る質疑は一旦終了して５の協議に入りたいと思いますが宜しいでしょうか。
それでは、５の協議について当局の方から説明をお願いします。

総務企画課長

(1)今年度の地域審議会の進め方と(2)委員任期の期間延長については密接に関係する部分でありますので、資料5と資料6について、一括で説明させていただきます。先ず、資料５と資料６は他の地域審議会でも共通の資料になっておりますが、合併以降平成21年度までは、年に１回程度の開催で、その年度の市予算及び主な事業の概要を説明しご意見をいただく場となっておりました。

平成22年度以降は、各地域審議会毎に地域活性化に関するテーマを設定して協議を重ね、平成23年度と平成25年度の２回「市長への提言」をいただいております。そのほかにも、総合計画などの重要な施策をはじめ、市の行政全般及び各地域振興施策についてご意見をいただいてきております。

ただ、これまでは合併協議書第３条で定めている審議会の所掌事務「新市建設計画の変更」については、市として諮問したことは無かったものでありますが、平成２６年度にあっては諮問し・答申をいただく必要が生じております。

その理由は、合併当時に策定をいたしました新市建設計画は、平成１７年度から平成２７年度までのものでありますが、今般東日本大震災発生後の市町村の実情に照らし、合併市が活用できる大変有利な起債であります合併特例債の発行期間が、平成２７年度から平成３２年度に延長されましたことから、それに伴い新市建設計画の見直しを行う必要が生じたことによります。

合併特例債の活用にあたっては、建設計画の内容を根拠として適用の可否が判断されるため、今後平成３２年度までに合併特例債による整備を計画する新たな事業の追加について検討するとともに、計画期間の延長などについて諮問をさせていただくことを考えております。

これらの見直しの進め方、建設計画の変更手続きについては、合併特例法で規定されておりますことから、基本的にその規定に基づき進めていくこととなります。その検討体制を図に示したものが、資料６になります。

新市建設計画を変更する場合は、あらかじめ県知事との協議が必要でありますし、地域審議会が設置されている本市にあっては、地域審議会の意見を聞くこととされております。そして、最終的には議会の議決が必要となっています。

また資料５の中程に戻っていただいて、第１回の地域審議会を本日開催しておりますが、今年度はもう２回程度開催をお願いしたいと考えております。

新市建設計画の見直しに係る諮問をするため、９月の下旬～１０月上旬頃に２回目の開催。また、その答申及び総合計画実施計画に係る意見聴取の場として11月下旬頃を目途に３回目の開催を考えております。

そして、できればですが第２回目の開催に併せて、昨年は夏に開催させていただきましたが講師を招聘しての講演会を、職員研修も兼ねて開催させていただきたいと考えております。具体的に講師については特定をしておりませんが、広域コミュニティづくりに向けて参考となる講師をお願いしたいと考えております。

また、協議の(2)の委員任期の期間延長についてになりますが、地域審議会の委員の皆様の任期は、本年６月３０日までとなっておりまもなく任期満了となります。

しかし、地域審議会の設置期間が今年度末の２７年３月３１日までと決まっておりますことから、公募の委員も含めて９ヶ月という短い期間のために新たな委員をお願いしていては、これまでの審議会の経過を説明するなど、まずは新しい委員との共通認識を築くことが先決となり、的を絞って「新市建設計画」の見直しについて審議をしていただくには、大変非効率なものになることから、現委員の皆様から、引き続きさらに来年の３月３１日まで再任をお願いしたいと存じます。

なお、再任後の任期中に予定している地域審議会の回数は、先程申し上げました秋に２回程度の開催予定になります。

以上の趣旨から、何卒皆様から、今年度末までの委員の再任についてご承引いただければと存じます。説明が少し、飛び飛びになってしまいましたが、今年度の地域審議会の進め方と、委員任期の期間延長についてのお願いの説明とさせていただきます。
会長

只今、「今年度の地域審議会の進め方について」と年度末までの委員任期の期間延長のお願いの説明があった訳ですが、協議事項でもありますので、委員の皆さんから色々ご意見をいただきたいと思います。

会長
皆さん、委員任期の延長については承認いただけるということで宜しいですか。
それでは、承認いただいたということで、大変ご苦労ではありますが宜しくお願いしたいと思います。
会長
質疑無いようですので、協議については、この辺で打切らせていただきますが、先程総務企画課長から提案あった、第２回地域審議会と併せて講師を招聘しての研修会については、私的には良いと思いますが、これについてはどうですか。
成田勇委員
　研修会を行い勉強することは大事なことだと思いますが、先ほどの櫛引庁舎の主な取り組みの中で質問したかったんですが、4ページの「豊かな地域コミュニティの確立と問題解決のために」というところの(1)の中で、広域コミュニティの組織化に向けた取り組みを支援していくというところがあります。これは、抽象的な表現で分かりにくいのですが、広域コミュニティの組織化に向けた取り組みを支援する、というその主体となる組織とはどのような組織なのでしょうか。その組織があるから支援という言葉が来ると思うんですが、その組織が区長会なのか、自公連の組織なのか、その組織が不明確なままにこう言う文言が入ってくるのが分からない。広域コミュニティの研修会を行いましょうといわれましても、それは地域住民から湧き出る視点ではなく、上から下ろされてくる視点の研修会にならざるをえないのではないのかということで、私としては進め方には不満があります。以上です。
会長

　今の成田委員の不満に対して、支所長お答えください。
支所長

　成田委員のご意見については、かねがね私ども何度も拝聴しておりますので、そのような懸念を抱かれることは、十分理解できます。櫛引地域、庁舎としてということはありますが、全市的に、これからの姿勢と住民との関係性の再構築ということが、榎本市政の一つの大きなテーマでありまして、そういったことから市民と地域と行政が三つの力を合わせて、これからの鶴岡市を作っていくという大きな目的の中で、広域的なコミュニティ組織は、個々の自治組織が少子高齢化、戸数の減少、家族数の減少でコミュニティ機能が弱まる中で、やはり広域コミュニティで担っていくものが必要ではないかというのが、鶴岡市の今の大きな流れであります。そういったことを踏まえて、私たちで問題提起をさせていただいて地域審議会でもいろいろ議論を闘わせてきたということでありまして、櫛引地域審議会としても、広域コミュニティの問題は避けて通れないということで認識されたものと思っておりまして、櫛引地域審議会として広域コミュニティを櫛引地域として否定しているものではないと思っております。後は、櫛引地域なりの広域コミュニティをイメージしていく上で、個々の認識、情報収集、理解といったものを図りながら考えていかなければならないということで、私たちは勉強の意味で今回の研修会をしたらどうかと思っておりまして、今、櫛引地域の広域コミュニティ組織の姿が固まっているわけではないと思いますので、入口の段階としての研修と捉えていただければいいのかなと思います。
上から下ろすという考えではありませんので、誤解の無いようにお願いをしたいと思います。そういったことで、委員の皆様からご意見があればお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。
成田勇委員

　私としては、広域コミュニティに反対しているわけではなくて、地域審議会で市長に対して答申を出したあの視点が、櫛引地区の広域コミュニティの土台となる視点の1つだと思っておりますので、庁舎の方で、そういうものを踏まえた組織づくりをもう少し明確に出してもらいたいと感じております。この地域審議会が、受け皿になるわけではない訳ですので、支所長のお話だと地域審議会でもごたごたした感じがあるので、先ほどの施策の考え方の中で、どの組織に支援をしていくのかという疑問になるということです。
会長

　これはすぐ答えられるような問題ではないので、これからみなさんと協議をしながら進めていければと思います。

それでは時間の関係もありますので、(3)その他、に入りたいと思います。
(3)その他

今野慎太郎委員

　本日、説明は要りませんが、ふるさと納税について鶴岡市での取組みがどういうようになっているのか、後日説明していただきたいと思います。全部の市町村ではないと思いますが、積極的に取組んでいる市町村においては、寄付金に応じて地元の産物を送られていて、大変人気があるということで、将来的に観光などにも結び付く制度ではないのかと思いますので、後日この案件について説明をしていただければと思います。
会長
（3）のその他で、事務局の方から何かありますか。特別ないということですので、協議については、ここで閉じまして、事務局に進行役を返したいと思います。

総務企画課長

それでは、６.その他で何かありますでしょうか。
　

―　配布チラシ等について各担当が説明　 ―
総務企画課長
他になければ、これで第１回の櫛引地域審議会を終了いたします。長時間ご苦労様でした。
5　閉　会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11：44
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